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別所温泉の?;t楽寺では、節分会

に使われる「縞J1・づ くり」が、 1 

月12日から始まりました。

平田孝i手住峨 (77議)が、楠の

升一つひとつに「福」と r);f-J U) 

2文字を鮮やかに苫き入れ、焼き

印が押 されます。福升は、 2j叫II¥J
ほEで約600例を用立。 2月311の

北向観背堂節分会には、多くの:，三

男年女らが参加して豆がまかれ、

毎年境内はおおぜいの人びとでに

ぎわL、ます。

“無病息災"升に込め否

データ(Illl1P泌氏)

~常楽寺で、「福升」つ、くり~

X己f/f2070人(+76) 男 59.698人 (+61) 女/匝 072人 (+17了宇野/41.668(+73) 
外国入金録者銭/1.478人 (+17) 勇，~860人(-1- 181 女，_，]li!人」三_ll

〈再生紙を使用しています〉



せ
ラ
ニ
白ヲ

民
共
和
国
漸
江
省
寧
波
市
は
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

よ
り
、
い
っ
そ
う
の
相
互
理
解
と
親
善
を
深
め
、
地
域
社

両
国
の
友
好
と
平
和
に
寄
与
す
る
た
め
、
友
好
支
流
都
市

2
月
9
日
に
は
、
竹
下
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
訪
中
団
か

で
提
携
の
調
印
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

J
3
年
以
来
相
互
に
訪
問

研
修
生
♂
で
理
解
深
め
る

卜
川
山
と
ψ

小
法
山
と
は
、
以
前
か

ら
山
以
に
よ
る
相
花
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
ヂ
成
3
年
日
川
に

中
小
法
市
政
府
代
ぷ
同
が
市
役
所
を
ぷ

倣
訪
問
し
て
以
米
、
お
任
い
に
訪
問

凶
を
派
遣
し
た
り
、
農
業
バ
イ
オ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
2
名
の
民
業
研
修

生
を
受
け
入
れ
る
な

E
、
相
互
理
解

守
深
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
5
年
刊
月
に
上
岡
市

国
際
交
流
研
究
委
員
会
か
ら
報
台
吹
田

が
提
出
さ
れ
、
寧
波
市
と
の
友
好
都

市
提
携
の
促
進
に
つ

い
て
提
言
が
さ

れ
ま
し
た
。

ζ

れ
を
受
け
市
、
で
は
箆
J

波
市

t
の
友
一
好
都
市
提
鳴
に
向
け
検

討
を
進
め
た
結
果
、
岡
市
の
交
流
を

い
っ
そ
う
前
発
化
し
、
相
互
の
友
好

[ 2] 7 2. 広報うえだ7.

t
発
展
仁
寄
与
す
る
た
め
、
友
好
郎

市
を
結
ぶ
、
ア
と
仁
な
り
・
手
品
し
た
。

2
H
8
日
に
は
、
竹
下
市
長
、
小

山
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
存
程
同
体

か
ら
の
代
表
ら
日
名
が
訪
中
し
、
翌

9
H
、
事
波
市
で
「
友
好
交
流
都
市
」

提
携
の
調
印
を
す
る
予
定
で
す
。
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ね

い

以

ぜ

hJ-a可

市
小
波
山
は
中
同
の
漸
江
行
上

海
の
南
約
1
7
0
M
に
位
町
し
、

人
刊
は
約
5
2
0
万
人
(
う
ち

郎
市
部
は
約
1
1
0
万
人
)
、
両

的
9
3
6
5
M
(
う
九
都
市
部

は
1
0
3
3
M
}
ω
榔
山
部
は
、

M
Z
・
PLK
・
て
化
・
白
川
弘

・

・34
"

M

H

f

，a・・
4
'
c
，g

，，匂刻、‘
a
t

北
命
の
5
区
、
民
村
部
は
、
町
・

象
山

・
本
海
の
3
県
と
余
桃
・

慈
市
・
手
化
の
3
出
か
ら
な
り
、

1
3
・・1

・
-
k
t
、
;
・

j
F
L
I
t
J

Aym叩
刊
'
丸
紅
V

F

-d
l
必
I
J
M
M市

川
℃
}
で
、
山
国
間
な
山
紫
水
川

の
仰
山
で
す
。

5
2
0
Fの
工
業
都
市

中
国
政
府
も
重
点
授
資

て
い
る
郡
山
で
す
。

ま
た
、
出
来
て
は
、
引
然
条

件
に
必
ま
れ
、
水
稲

・
大
主

・

綿
花

・
食
川
仙
・

法
・
野
菜

・

み
か
ん
な
.
ど
多
純
な
位
保
物
が

生
尚
さ
れ
て
い
ま
す
。

-ち
白j
z
-
b
a除
、

1
1
刊

f

i-
-ト
け
はJ

I

，-
A
f、
ト
i

h

A

H

!

・u・4
M
らル

b
F
刊
M
刊

次
ず
る
J
べH
U
呼
巷
汚
部

unリ
》

l
-
4
1
・1
2
t
j、I
I
I
-
〈

{

と
つ
で
、
小
同
政
府
の
取
点
位

資
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
代

的
北
陥
を
訪
る
北
命
治
や
中
小
泊

料
消
仕
術
開
発
.
ド
(
日
ふ
・
て
い

う
I
L

業
州
地
}
を
小
心
に
繊
維
・

機
械
・

.h油
化
予

・
軒
仁
淀
な
柑
史
的
に
み
る
と
、
山
く
か

ど
を

h
体
と
し
て
屯
子
・薬
品
・

-b
対
外
貿
易
の
重
要
な
港
で
あ

挫
築
資
材

・
仁
去
美
術
が
製
造
り
、
府
の
時
代
に
は
投
が
同
の

さ
れ
て
お
り
、
加
江
行
の
中
袋
造
附
仙
船
が
行
作
、
州
川
す
る

な
仁
史
民

h

地

t
な
丹
て
い
ま
す
。
川
市
で
し
た
。
純
計
・本
.
町
時
代
に

ま
た
、
川
限
椛
一
日
均
の
川
北
、
も
公
私
の
れ
い
勿
船
が
任
米
し
、

活
屯
所
、
一
日
川
述
道
路
、
通
じ
網
日
本
文
化
の
形
成
に
も

K
3な

な

E
の
都
市
基
盤
的
出
備
が
幣
い
役
割
令
栄
た
し
て
き
ま
し
た
。

ウ
つ
あ
り
、
急
速
な
花
川
慨
を
し
ま
た
、
上
川
の
地
に
神
的
よ
化

遣
唐
使
以
来
の
玄
関
口

日
本
の
文
化
に
も
影
醤

を
も
た
ら
し
た
別
所
官
官
年
間

ι
a
S
ニ
f

‘品w
-
A

制
の
紙
人
介
惟
仙
川
仰
.
帥
と
小
川
仰

よ
句
、

9
3
止
に
'
ぺ

似
て
小
火
山
本

aq.附
の
幼
午
忠
仁

川内側
-e
り
が
去
米
し
た
場
刈
で
も

あ
り
ま
す
。
引
点
も
、
山
く
か

ら
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
お
り
、

τん
い
九
か

f

同
指
定
の
「
.k.
問」

M
A館、

小
川
で
引
介
す
る
的
ト
山
の
「
保

---h・・、，
e

i1J』4.. 
点.Hド.1Ela
.J‘、、'も匂，、、
.i-Ji叶サ
噌
叫
H"H肌ド
γ.:.
、、，
J

，，
'
JリH

川，

h
い

L

h

L

トv
〈“幻"&令守

L

「aL
八
・
前
年
」
、
「
川
行
.卜h
b
J

」
な

ど
が
む
れ
で
す
。

山
小
山
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ち

ア

l
へ
ン
山
{
ド
イ
ツ
て
ウ
エ

ル
ミ
ン
ト
ン
市
{
ア
λ
リ
カ
}
、

ル
ア
ン
山
(
フ
ラ
ン
ス
)
、
京
都

府
民
附
京
市
、
品
川
悦
県
北
肌
川
市

と
反
好
都
市
川
川
崎
を
結
ん
て
い

ま
す
。

寧波F討会景(上)と:1t翁港

。

寧波市内でも代表的な名剥・禅宗の天童寺

組
都市部は 5区に分かれ、人口は約110万人

[3 ] 7 2. 広報うえだ7.



文
化
遺
産
と
伝
説
の
舞
台

手
持
は
伝
説
と
ロ

マ
ン
の
取
で
す
。

皇
子
塚
、
予
原
太
郎
五
輪
培
、
陪
糸
観
音
、

舌
喰
池
な
ど
仁
ま

つ
わ
る
物
語
は
、
下
嫁
の
.除

史
を
知
る
段
重
な
文
化
泣
嵯
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

内
h

子
均
は
塩
問
平
を
-
切
も
で
き
る
眺
め

の
よ

い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
直
徳
約
卜
尺
メ
ー
ト
ル
、

尚
さ
約
一
-P
メ
ー
ト
ル
の

こ
の
山
哨
か
ら
は
山
・h
、

此
リ
・
し
し
待
問
な
ど
が
山
L
L

し、

じ
1
八
附
紀

{
1日
明
時
代
償
則
)
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
寸
，
堀
川
千
九
ゼ
ト
ペ
配
し
た
い
吠
肢
の
以
内
の
.
勺

と臥
F
J

え
ら
れ
ま
す
が
次
の
よ
う
な

U
M
Aが
あ
り

ま
寸
。

一川崎・
L
L

の，

rカ
ば
逆
ー
に
よ
，
て
処
刑
さ
れ

た
時
、
山
山
り
を
・
お
そ
れ
て
必
休
を
間
目
し
州
下

ψ=-の
勾
に
内
作
し
た
と
い
V

う
の
で
寸
。
下
ほ

と
い
う
地
れ
に
ち
な
む
伝
説
で
し
ょ
う
が
い
川
川

新
町
の
・
し
し

f
勾
に
も
同
じ
よ
う
な
伝
泌
が
あ
り

ま
す
。
ち
な
み
に
新
町
は
立
永
」
午
(
.
しハて

五
)
に
手
持
村
か
-ev
分
村
し
ま
し
た
。

子
原
太
郎
五
輪
搭
は
木
川
向
日
義
仲
に
従
っ

た
武

か
な
さ

ιん
内
も
句

将

・
手
塚
太
郎
金
刺
た
盛
の
供
養
培

t
伝
え
ら

れ
、
手
塚
氏
発
祥
の
地
を
伝
え
る
居
館
跡
も
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

手
塚
太
郎
に
は
府
糸

t
い
う
娘
が
お
り
、
鎌

台
、
て
源
頼
朝
に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、

頼
朝
の

木
村
義
仲
汀
伎
の
情
報
ぞ
人
下
し
た
昨
糸
は
術

か
に
義
仲
に
知
ら
せ
ま
す
。

義
仲
は
市
川
糸
に
短
刀
を
送
り
頼
朝
町
殺
を
命

じ
ま
す
が
説
わ
れ
、
市
川
糸
は
r
N
の
牢
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

手
探
村
に
は
ト
て
に
な
る
附
糸
の
娘

・
.b
M

が
お
り
ま
し
た
。
こ
の
娘
が
頼
朝
の
前
で
似
仰
を

ま
っ
て
感
動
さ
せ
、
め
で
た
く
吋
の
間
糸

e.わ

の
牢
か
ら
教
い
出
し
た
の
で
す
。
そ
の
府
糸
砂
、

市
民
一
体
と
な
っ
た

[4) 

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を
/

7 2. 

-
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
理

昨
年
6
円、「
k
山
市
従
業
物
の
処
瑚
及
び
清

掃
じ
問
寸
る
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
市
民

・
市
'

tn-行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
訓
が
明
慨
に
さ
れ

ま
し
た

事
機
活
動
で
出
た
ご
み
は
、
事
業
者
の
責
任

で
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
て
す
。
ニ
み
弘
的
刊

は
あ
く
ま
で
も
、
家
曜
の
ご
み
を
似
思
す
る
た

め
に

A
mさ
れ
て
い
V

る
む
の
で
す
、
市
ド
鷲
印
刷

ご

m
fご
』
み
の
集
制
場
必
川
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
凶
作
に
H

川
の
利

m、
過
剰
包
装
の
抑
制

な
ど
の
協
力
も
お
駒
い
し
ま
す
。

今
後
、
事
業
系
の
.
般
ご
み
の
処
砲
の
化
り

卜
刀
に
つ
い
て
.
条
例
の
趣
u
n
に
沿
い
、
事
業
者

向
体
な
・
ど
と
話
し
合
い
を
進
め
る
予
定
で
す
。

市
主
し
て
も
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
い

っ
そ
う
努
め
る
こ
t
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量

・
再
資
源
化
へ
の

努
力
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

-
ご
み
集
積
所
の
利
用
者
実
態
調
査
を
実
施

符
さ
ん
の
近
く
に
あ
る
ご
み
集
積
所
は
ご
』

み
捨
て
均
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
利
用

す
る
品
引
き
ん
で
管
穫
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

市
で
は
、

2
円
中
に
作
自
治
会
ご
と
に
調
炎
河
川

を
配
布
し
、
ご
み
集
積
所
の
利
用
お
の
状
況
な

ど
全
調
お
礼
す
る
子
定
で
す
。

岡
由
貿
瀬
回
収
に
い
っ
そ
う
の
協
力
を

川ド成
3
年

7
nか
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
燃
や
せ

る
ご
み
の
資
源
回
収
も
、
現
在

1
3
9
0
治
会

で
実
施
さ
れ
、
今
年
度
中
に
、
い
よ
い
よ
全
市

に
拡
大
す
る
，
y
定
で
す
。
今
年
度
は
、
2
5
0

0
ト
ン
の
制
収
HM
が
見
込
ま
れ
、
-
険
川W
か
ら

け
に
子
均
約
7

・
5
同
の
資
制
聞
が

M
以
さ
れ
て

広報うえだ7.



dz.4竃

伝
脱
が
残
る
皇
子
塚
。
手
塚
に
は
こ
の
他
に
も
多
く
の
伝
鋭
が
伝
わ
る
。

「兵庫県南部地震」救援募金
去る 1月17日に発生した「兵庫県南部地震Jは、大

都市を直撃した地震としては戦後最大で、神戸市など

において多くの人命が奪われる大惨事となりました。

また、建物の多くが倒療したり火災で消失したほか、

道路や突通機関などの被害が大きく、多くの住民が避

難生活を強いられ、不安な毎日を送っています。

こうした災害はいつ、どとで起きるか予想もつかず、

わたしたち上田市民にとっても他人事ではありません。

お亡くなりになったかたには、心よりお悔やみ申し

上げるとともに、被災者の皆さんが、一日も早くこの

災害者E乗り越え、復興に向かつて立ち上がられるよう

激励の意を込めて、救援のための募金を次により行い、

上田市民の温かい気持ちを被災者の皆さんにお届けで

きるよう、ご協力者Eお願いします。

・募金籍設置場所/市役所本斤舎・南庁舎 1階ロビー、

教育委員会庁舎 1階(体育課前)、上田創造館 1階
ロビー、塩田支所、川西支所、霊殿支所

・募金箱設置期間/1月四日臨から2月eB自民まで

.問い合わせ/企画課(内線 1222) 

供
出
世
し
た
の
が
下
械
の
附
糸
観
斤
と
の
・
』
と
で

す
。こ

の
物
訴
は
室
町
時
代

(
十
五

1
十
六
叶
一
紀
)

の
続
編
小
説

『府
糸
草
紙
』

(作
者
不
明
)
に
よ

る
も
の
で
、
そ
の
中
l
時
流
行
し
た

urf打
ぷ
の
代

いい火
作
で
す
が
、
下
均
は
・
中
叶
一
文
学
ゆ
か
り
の
地

で
も
あ
る
の
で
す
。

4

十円
喰
池
の
伝
説
は
池
の
仁
引
に
ま
つ
わ
る
も

の
で
す
。
凶
叫
が
幾
度
目と
な
く
崩
れ
て
し
ま
う
の

，、r
L

O

て
人
性
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
践
で
当
た

っ

た
行
が
丹
を
か
み
切

っ
て
峨
性

t
な
り
犯
に
州

め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
州以
来
川
水
縦
似
の
山

労
を
-r
パ
い
伝
え
る
悲
し
い
げ小川
で
す
。
(
平
野
勝
重
)

一_J 司

-

~ 

F 寸~-

V 宇 .

… 

… F 峰.圃

一

義援物品については、上小地方司事務所総務課で 2月20日

(月)までの問(閉庁日を除<)午前8時30分から午後 5時ま

で受け付けています。な応、対象品目は、ト ラック輸送で

きるよう繍包された食料品 (常温て 2選間以上保存可能な

もの)、日用品 (衣類を除く)、および医薬品などです。

・問い合わせ 上小地方事務所総務課 (ft@7113)

い
ま
す
。

作
れ
治
会
さ
ま
ざ
ま
な
ト
刀
法
で
川
知
念
附

っ

て
い
ま
す
が
、
資
一
抑
制
以
に
い
っ
そ
う
の
協
力

主
、
生
ご
み
な

E
の
門
家
処
m
q
に
よ
る
ご
み
の

滅
況
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
新
年
度
か
ら
資
源
回
収
日
の
変
更
が

資
源
川
似
の
完
純
白
治
会
の
明
加
に
よ
り
、

今
午
1
け
か
ら
、
近
隣
自
治
会
ご
と
に
制
収
け

合
併
一
民
分
す
る
「
定
で
す
。
川
以
け
が
今
ま
で

と
変
わ
る
州場
合
む
あ
り
ま
す
が

ご
了
ホ
く
だ
さ

い十。
(詳
し
く
は
、

3
月
刊
日
号
の
広
報
に
仰
向
依

し
ま
す
)

-
問
い
合
わ
せ

作

r.的
環
崎
球

{内
線
1

3
00

地震などの災害に備えて
。我が家のj壁際I場所を維認しておきましょう。

@火力ql'lたt・I r火事t':'J t 大仰でIII~ び、 隣近所に t，(l，)J bR 
め、す(.il'j火しま しょう。

@家只などが'J;fj'IJしないよう仁Ilil志しておき ましょう 。

@ス ト ーブI~、耐Zi装置付きを使tIJしましょう .

@フロ ハンガスのボンベ1.1鎖でtめ、灯油タンク 1.11制定し、

転倒しない よう{こしましょう.

@消火器のJN.り快いん・法を、もう ・皮般かめ ましょう 。

fHt重品 ・似rl"，l1灯 ・衣努1・応急|矢先i品 ・カンパン.~i. iIfli ・

7)<ぞ J~'，òì:;" ト1:， /1'， し袋の It.に入れておきま しょう。

7 2. 広報うえだ7.(5 J 



土
塁
に
登
る
と

城 跡(悶)岡
ぐ

独
特
の
三
日
月
壕
残
る

附
械
は
、
浦
野
川
の
北
、
断
が
い
を
利

附
し
て
築
城
し
た
ヂ
械
で
す
。
本
九

t
て

の
九
が
あ
り
、
-
本
九
は
小
・
央
市

W
り
の
浦

肝
川
を
叫
h

む
伏
院
に
.
そ
し
て
よ
附
ぞ
除
〈

.N
に
内
・
以

・
外
山
械
を
め
寸
ら
し
た
、

爪
・
桜
の
械
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
そ

の
外
側
に
は
一
ae
H
H域
が
あ
り
、
武
川
氏

似
特
の
築
城
方
法

t
い
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
わ
た
し
が
小
さ
い

こ
ろ
は
、
こ
の

よ
ぷ
の
急
板
で
よ
く
遊
ん
だ
も
の
で
す
.

案
内
板
に
よ
る

t
、
天
文
初
年
代
に
武

川
信
玄
が
川
小
品
仁
進
出
に
あ
た
っ
て
、

村
上
花
山

・
-
仁
杉
謙
信
と
の
戦
い
に
備
え

れ
ん
前
進
法
地

t
い
わ
れ
、
械
の
胤
肢
は
、

い
米
州
約
4
6

0
メ
ー
ト
ル
、

市
北
約
2

6

5
メ
ー
ト
ル
、
総
ド
剛
山
制
7
万
5
0
0
o
d
r

五
メ
ー
ト
ル

:
-
t
nか
れ
て
い
ま
す
。
相

当
広
い
城
だ
っ
た
こ

t
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在
、
壕
の
部
分
は
、
畑
地
と
し
て
浬

め
ら
れ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
昭
利
初
年
代

に
は
、
今
の
市
常
住
宅
や
県
常
住
宅
が
山
地

て
ら
れ
た
の
で
、
だ
い
ぶ
戸剛山
W
が
失
わ
れ

ま
し
た
が
、
と
こ
ろ

E
こ
ろ
に
峠
の
跡
が

政

っ
て
い
ま
す
。

お
話
・
水
沢
昭

一
さ
ん

(
岡
)

ごみ集積所もっときれいに
春原金子さん (52歳 ・袋町〉

飲食1だの多い場所柄、いつもご

みがたくさん，'I'，'i:>れます。収集日

でないのに‘|正気で置いていく入、

燃えるごみの中にぴんや街を混ぜ

てあるごみ袋…。わたしは、ここ

仁住んでいて、商売もさせてもら

っているので、きれL、になってい

れば気持ち t、t、でしょ。だから犬

の散歩のついで仁、収集場所や通

りを、ふれ、たり片づりています。

ごみ収集日の肴板を手件きで大きく作りましたが、な

かなかすごられないですね。外!li1人も多いので、タイ語な

どの大きな肴板も必要だ t思います。分別されていない

ごみ袋も多〈、わかる

純!)~で、びん ・ 伝・バ

ックに分けています。

ちょっ tした心遣いで

お花いが気持ちよく生

活できるんですりどね。

λ 吉宮古

照彦くん
(綿111小・ 4~)

わ疋し

ぼく

芝生のサッカ一場

上田lこも欲しいな

関

0¥ 

[6 ] 7 2. 広報うえだ7.

きです

外国で

ジオ

力強さ

分に

て、が

{撲の夢は、サッ カ一選手

です。サッカ ーは、小きい

ときからやっていて、シュ

ートカも強くなりました。

Jリーグでは、フリュー

ゲルスのヱドゥー選手が好



その。

気候・建物の違い

こ
れ
か
ら
も
お
付
き
合
い
を

昨
年
の

4
月
、
イ
ン
ド
料
喫
の
チ

ー
フ
コ
ッ
ク

t
し
て
上
回
に
や
っ
て

き
て
、
刊
か
月
に
な
り
ま
し
た
。

雪
景
色
が
大
好
き
に
/

昨
日
長
野
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

楽
し
い
こ
と
が
あ
り
-e

ま
し
た
。
長
野

に
は
雪
が
た
く
さ
ん
積
も
っ
て
い
て
、

麗
担
の
上
や
道
や
木
が
み
ん
な
れ
〈
つ

白
。
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
友
だ
ち

t
、

外
に
山
て
、
雪
を
手
で
丸
め
、
投
げ

て
遊
び
ま
し
た
。

円
本
に
米
て
初
め
て
雪
を
見
た
と

き
は
・:
。
判
起
き
た
ら
、

一
附
真

っ

・
円
、
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
古

t

い
う
も
の
ぞ
話
し
に
は
附
い
て
い
ま

し
た
が
、
触
っ
て
み
て
と
て
も
冷
た

か
っ
た
。
み
ん
な
で
記
念
写
只
も
搬

り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
の
わ
た
し
の
家
が
あ
る
と

こ
ろ
で
は
降
り
ま
せ
ん
が
、
紅
茶
で

有
名
な
ダ

l
ジ
リ
ン
地
方
に
は
、
古

が
降
り
、
ス
キ
|
場
も
あ
る
よ
・7.で

す。

1
9
9
8
年
に
長
野
、
で
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
で

す
が
、
イ
ン
ド
か
ら
も
ス
キ
ー
の
選

手
が
や
っ
て
く
る

t
思

い
ま
す
。
山県

し
み
で
す
ね
。

日
本
の
建
物
は
き
れ
い

イ
ン
ド
の
建
物
は
、
だ
い
た
い
レ

ン
ガ
で
で
き
て
い
ま
す
。
円
木
に
米

て
、
木
で
で
き
た
家
を
見
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
も
の
で
何
年

も
持
つ
の
か
な
っ
て
・
:
。
で
も
、
住

ん
で
み
て
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。

そ
れ
に
う
ま
く
で
き
て
い
ま
す
。

中

か
ら
見
れ
ば
木
で
す
が
、
外
相
慨
は
木

、
て
な

い、
ょ
う
で
す
。

陣
子
や
ふ
す
ま
も
き
れ
い
で
す
ね
。

で
も
n取
初
は
、
陣
子
に
紙
が
張
つ
で

あ
る
と
は
思
わ
ず
、
手
、
で
破
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

上
回
公
開
の
除
門
に
も
行
っ
て
み

ま
し
た
。
で
も
お
寺
か
な

t
思
っ
て
、

中
に
は
人
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
・・・
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
の
で
、
神
社
や
お

守
に
は
行
っ
た
句
』
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
行
っ
て
み
た
い

イ
ン
ド
は
広
い
国
で
す
。
見

E
こ

ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
カ
ル
カ

ッ
タ
や
マ
ド
ラ
ス
、
ア
グ
ラ
・
:
タ

1

ジ
・
マ
ハ
ル
は
省
名
で
す
ね
。
わ
た

し
も
行
つ
て
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

日
本
に
来
て
か
ら
は
新
潟
や
伊
豆
、

静
岡
な
ど

へ
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
に
も
行
っ
て

み
た

い
。
英
語
は
だ

い
た
い
理
解
で

き
ま
す
し
・
:
。
ほ
か
に
は
稔
園
、
中

園
、
香
港
に
も
遊
び
仁
行
き
ま
し
た
。

2
月
下
旬
に

1
か
月
ほ
ど
イ
ン
ド

に
里
帰
り
し
ま
す
。
イ
ン
ド
で
は
「
M

A
D
E
I
N
J
A
P
A
N
L
の

製
品
が
喜
ば
れ
る
の
で
、
お
土
産
に

日
本
製
の
ラ
ジ
オ
や
ボ
ー

ル
ペ
ン
な

ど
た
く
さ
ん
買
い
ま
し
た
。
両
抑
制
や

兄
弟
、
そ
し
て
妻
、

3
歳
と

1
歳
の

子
ど
も
も
わ
た
し
の
帰
り
を
待
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
イ
ン
ド
を
身
近
な
固

と
し
て
、
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

(
お
わ
り
)

現
在
、
報
恩
寮
で
寮
生
の
皆
さ
ん

と
い
っ

し
ょ
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

寮
で
は
、
詩
吟
や
民
謡
、
音
楽
な
ど

の
ク
ラ
ブ
に
も
参
加
。
月
に

l
回
の

活
動
が
楽
し
み
で
す
。
以
前
は
人
前

で
う
た
っ
た
り
す
る
の
を
い
や
が
っ

て
い
た
の
が
、
や
り
だ
し
た
ら
好
き

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
う
た
う

こ
と
は
、
ぽ
け
な
い
た
め
に
も
役
立

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
度
暇
を
み
つ
け
て
、
好
き
で
や

っ
て
い
た
「
わ
ら
細
工
」
に
ま
た
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

朝
、
お
茶
を
多
く
飲
む

も
と
も
と
動
い
て
い
る
ほ
う
が
好

き
な
性
介
な
の
で
、
ぞ
れ
が
給
果
的

に
は
、
体
の
た
め
に
い

い
の
で
し
ょ

う
ね
。
散
歩
を
し
た
り
、
写
真
を
撮

っ
た
り
、
以
前
は
魚
釣
り
、
そ
れ
に

わ
ら
細
工
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
毎
朝
、
お
茶
を
た
く
さ

ん
欽
仁
の
が
日
課
で
す
。
湯
の
み
で

だ
い
た
い

5
1
6
杯
、
汗
が
吹
き
出

す
く
ら
い
飲
み
ま
す
。

こ
の
お
か
げ

で
便
秘
に
も
な
ら
な
い
し
、
一
日

て
も
調
子
が
い
、

マイタウン広場

皆さんの「こ、応募」を

お待ちしています/
「うえだマイタウン広場」は、市民の

皆さんtこ参加していただくページです。

次を参考に、市役所秘書課・広報担当(〒

386上1:l:1市大手 1-11-16、岱⑫ 410

0内線 11 1 2)まで、 どし Eしご応募

ください。

'上l姐再発見 ・ここカf好-き J (あなたの

好きなj風景や場所)、rゴ‘ミニケーション・

減i11のこつJ(ごみ減誌やリサイクルに|現

するアイディアや提言)、 rわたし ・ぱく

の夢J(21世紀の上田市や自分のま・i>揃い

た小・ ~Il 三存在主の作文)、 「辛子さの秘蕊 ・ わた

しの場令J(元気なお年寄りの秘けつ、健

康法などに 「あなた・わたしの戸J (皆さ

んが感じているこし 主張、提三など)

広報うえだ7. 7 2. {ア)
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ちょっ とした節約から

わ
た
し
た
ち
の
ル
仁
川
は
、
多
く
の

資
似
や
子
不
ル
ギ
ー
に
よ
司
て
主
え

ら
れ
て
い
ま
す
し
か
し
、

こ
れ
・ん

の
資
抑
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
熊
限
て
は

あ
り
ま
せ
ん

わ
た

L
た
ち
.
人
ひ
と
り
が
、
ほ

ん
の

h
t
内
と
節
約
'T
心
か
り
る
だ

け
で
判
中
!
な

M-w
「
行
子
小
ル
キ
|
」

が
で
き
ま
す
背
さ
ん
も
、
a

付
近
て

れ
分
に
で
き
る
-
」

t
か・
1

リ~万円

L
ま

』
し
&
j
F

・「r
。

省エネルギーは、

------EE-----

-
唱

-a----------
熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
工
夫

暖
房
機
器
は
効
率
的
に
/

家
庭
で
の
節
約
刊
の
鍵
案

@
室
温
は
お
お
む
ね

m
Cに

@
部
屋
の
保
温
を
心
が
け
よ
う

カ
ー
チ
シ
ば
.
り

T
り
ら
叫
に
し
て

パ
ル
げ
か
-
U
山
町
ま
で
恥
:
し
し
、
ま
た

で
き
る
た

υ
ヵ
l

へ
y

ト
を
吹
し
た

り
、
窓
や
肘
h

な
ど

λW
H似
り
を

L
ま

t
」
ト
‘
ご
す

@
暖
房
機
器
の
置
き
場
所
に
工
夫
し

よ
う

アメソカの小さな大学町...・ H ・.....・ H ・..浦田誠親

将たる所以-……………・……・…....・H ・-梅原猛

所得税止論…・...・H ・-……H ・H ・.....…・・・安部 思

惑覚的思考・..............................・・・・・中沢新一

日本の遊ひ歌…………....・H ・-……….)11崎洋

燐き菓子とパン・・・・ー・・・・・・..........・・・・・・・・・竹野豊子

医者からもらった薬草早わかり事典'95年
奇跡の島…・・'"・... 一一一....・ H ・-……・・鴛j尺 萌

使いみちのない風景……・・… ……村上春樹

朱に受わればしゅらしゅしゅしゅ……竹中直人

人生学校一幸せを呼ぶ生き方の秘訣・・・宇野千代

娘と少年………… …・マルクリット ・デユラス

死ぬまでになすべきこと 続…………式回和子

京都隠れ古寺吉選・.....................・....富永航平

情報頭脳をもちなさいーこのままでは日本は頑

張りながらダメ・・…......・…・・…・……竹村健一

心の病理を考える(岩波新書)....・ H ・-木村敏

私のi宣言…・…・・…..…・・-…....・H ・淡谷のり子

c.w.ニコルの森の時間……c.w.二コル

ミイラの謎…………フランソワーズ ・デュナン

老いの周辺....・H ・-……・・…………・・上坂冬子

情況ヘ・....................・・ー・・・・・・・...........吉本隆明

風の絞郷ヘー全エッセイ ・ベストコレクション

...........・・・五木寛之

女・芭の首 ……・…………….......宮林太郎

奇説履安太平記・.....・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・荒川法勝

雪よ荒野よ・..............................・・・・・佐々木譲

考虫は消えす…・・ ・・ ……....・ H ・-……誼門冬二

同
.W凶
同
協
は
、
小
川
仁
川
札
の
川
流
'
T
e

え
て
、
窓
側
を
北
け
に
し
て
山
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

。
暖
房
機
器
の
選
択
は
適
切
に

・必
ν咋
り
川
注
や
大
き
さ
、
仇
う
人

にへ
H

わ
せ
た
む
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し

品
会

t
L
a
Z
・ヲ

@
暖
房
機
器
の
必
手
入
れ
を

お

T
人
れ
し
た
い
L
L、
エ
ネ
ル
キ

l
効
卜
や
が
ア
ヴ
フ
し
ま
寸

。
電
気
ニ
た
つ

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
使

用
は
上
手
に

ベ
ア
同
.
川
を
仁
た
す
る
よ
う
に
し

4
a
t
L
弘ム
・つ
の

@
お
風
呂
を
上
手
に
使
お
う

-
水
川
町
り
は
刈
か
す
い
仇
山
川
に
、
川
内
か

す

ωば
・
へ
市
山
山川
に
.
入
浴
は
就
け

フ
ハ

て
人
り
ま
し
土
う

万

@
湯
沸
か
し
器
の
使
い
方
に
工
夫
を
一
羽

時
間
ぬ
刈
か
し
叫
の
ハ
イ
ロ
ヴ
ト

布

バ
ー
ナ
ー
の
勺
け
「
は
な
し
、
お
川
川

ー

の
流
し
司
法
な
し
は
無
駄
で
す
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
今

@
住
宅
に
断
熱
材
の
使
用
を

⑪
太
陽
熱
を
取
り
入
れ
よ
う

.
人
ハ
パ
の
い
い
日
は
カ
ー
テ
ン
合
川

!
'
:

jf
、
J
t
y
-
-
'
h
w

ト
ト

r-e勾
と
し
τ

t
h
m
れ
引
ツ
セ
仁
川
う

--
A

，
パ
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
支

L

・ょ
・つ

(8 ) 7 2. 

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
9
0
)

作
仁
川
環
成
法
(
内

一
不
用
品
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

…
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ム
笠
活
現
場
探
(
内
線
1
3
9

H
O
)
へ
ご
連
絡
を
。

マ
却
は
バ
イ
ク

1
0
0
0
0
問

マ

向
転
車

(詑
句
、
ピ
ン
ク
)
無
料
マ

ス
ト
ー
ブ
ガ
ー
ド
燃
料
マ
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー

(
F
F
式〉

1
0
0
0
0円

マ
勉
強
仇
(
6
0
0
0
円
、
2
0
0
0
円
、

第
科
)
マ
応
後
川
ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ
ル

無
料
マ
ル
l
ム
ラ
ン
ナ
ー
1
0
0
0

0
円
マ
ス
キ
l
・
ス
ト

ッ
ク
{
1
7
0
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a 

自
覚
症
状
な
い
成
人
病

定
期
的
に
受
診
申
込
を

-
各
種
検
診
の
お
勧
め

「
各
種
検
診
の
申
込
書
」
が
届

き
ま
し
た
が
、
毎
年
受
け
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 

日
本
人
の
死
因
の
お
よ
そ

6
訓

は
、
が
ん

・
心
臓
病

・
脳
卒
中
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
成
人
病
」
で
す
。
成

人
病
の
多
く
は
、
自
覚
症
状
が
ほ

t
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
の
で、

気
づ
い
た
主
き
仁
は

す
で
に
手
遅
れ
、
と
い
っ
た
人
も
少
な
く

A 

• 
女
性
♂
ヤ
ム
打
、
う
わ
寸
¥
福
祉
に

北
津
季
実
子
さ
ん

〈よ
室
賀
)

あ
り
ま
せ
ん
。
し
カ
も
、
礼
金
に
お
t
f
L

も
家
庭
に
お
い
て
も

小
肢
を
な
す
働
き

盛
り
の
人
を
襲
う
の
て
す
。

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、
定
期
検
診

で
す
。
定
期
検
診
を
受
け
る
と
、
次
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

@
病
気
の
早
期
発
見
。
早
期
治
療
に
つ
な

が
り
ま
す
。

@
健
康
状
態
の
変
化
が
、

わ
か
り
ま
す
。

毎
年
継
続
的
に

定期検診を受けましょう

---------EE・

-E・・・・・・・・・・

昨
年
7
丹
、
室
賀
に
問
所
し
た
卜
巾
川
市

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
ほ
か
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム

「室
到
の
里」

や
室
ロ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
し
い
の
み
療
護
凶
な
ど
の
施

A
が
い
っ
し
ょ
に
な
ヲ
た
向
A
n
施
立
で
す

わ
た
し
の
仕
引
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
い
陥
祉

サ
ー
ビ
ス
{
入
所
、
デ

f
サ
ー
ビ
ス
、
・
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、
介
品
川
品
の
利
減
ほ
か
}

を
希
叫h
す
る
人
と
施
品川
と
の
聞
に
人
司
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
訓
幣
す
る
役
円
。「サ
ー
ビ
ス

調
桃
川コ

l
吋ア

f
ネ

Ih-
-
」
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。
史
的
の
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に

付
し
て
判
設
は
さ
ん
を
通
し
て
つ
な
い
で

@
口
市
ド
や
生
活
問

mの

影
膏
が
わ
か
り
ま
す

。
健
嘆
に
吋
す
る
認
識
が
深
ま
り
、
ふ
た

ん
の
生
活
を
反
省
す
る
よ
い
き
ウ
か
け

t

な
り
ま
す
。

@
家
族
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
家

族
内
、
る
み
の
健
康
づ
く
り
を
求
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

@
若
い
と
き
か
ら
の
受
診
は
、
健
や
か
な

右
後
を
送
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

以
K
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
年
に

1
度

は
必
ず
定
期
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
、

肉
分
の
健
康
は
自
分
で
守
っ
て
い
く
よ
う

に』
し4
玄
し
ょ
・フ
。

な
お
、
ま
だ
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
人

は
、
保
健
予
防
課
(
内
線
1
3
7
6
)
ま

た
は
各
支
所
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

地
収
に
与
え
る

-------------------------------------EE-----

あ
げ
る
と
か
、
介
護
用
品
の
説
明
や
使
い

方
、
業
主
の
紹
介
な

E
守
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
青
護
婦
を
し
て
お
り
、

一間
祉
の
仕

事
は
初
め
て
な
の
で
、
今
は

一
つ
ひ
と
つ

ゆ
っ
く
り
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る

段
断
て
す
.
人
的
の
よ
う
な
閉
そ
し
て

m誌
に
応
じ
た
り
、
川
氏
~胞
を
み
附
し
た
り

し
て
〉
ま
す
か
、
ま
た
ま
た
削
れ
な
い
仕

事
な
の
で
、
巾
止
を
い
う
と
内
心
ド
キ
ド
キ

つ
て
は
中
じ
で
す
ね
、
や
丹
は
り
・:
。

h
H
Aサ
が
判
決
金
受
け
た
ケ
ー
ス
が
、
へ

所
な
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
り
、
デ
イ

サ
ー
ビ

ス
な
り
、
ど
ん
な
形
で
も
品
川
明
目さ

れ
た
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
司
た
場
介
は
も • 

マ
ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
マ
オ
ル
ゴ
ー
ル
メ

リ
l

マ
産
狩
マ
歩
行
添
マ
ペ
ビ
ー

カ
ー

(
A
型
〉
マ
8
ト
ラ
ッ
ク
周
カ
セ

ッ
ト
デ
ッ
キ
マ
ロ
1
ド
レ
ー
サ
ー
バ
イ

ク
マ
岐
市
マ
食
器
棚
マ
書
棚
マ

ス
キ
1
ウ
ェ
ア

(
1
7
5
m
・%、

1
2

o

m

-
m
N
)

マ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
靴

(
n
i
n
m
)

マ
少
女
コ
ミ
ッ
ク
誌

叩

)

2

0
0
0
円

マ

制

限

1
0
0

0
0阿
マ

柱

時

計

1
0
0
0
問

マ

額
・
掛
け
軸

1
0
0
0
3
2
0
0
0
円

マ
女
児
長
靴
(
幻
佃
)
無
制
作
マ
女
児

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
(
ピ
ン
ク
)
無
料

マ
使
い
す

1
0
0
0
円
マ
古
本

5

0
0
円
マ
ギ
タ
1

無
料
マ
メ
ロ
デ

ィ
オ
ン
無
料
マ
リ
コ
ー
ダ
l

無
料

マ
木
日
開
γ

集
…
斜

*~先猪般に紹介しますので、すでに成約した物はご了承ください。

-----------------------------EE---------

ぅ
、
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、

な
ん

t
か
し
て
あ
げ
た
い

t
い
う
気
持
ち

t
裏
腹
仁
、
家
族
の
か
た
や
本
人
の
意
向

な

E
で
、
希
望
ど
お
り
に
勺
な
げ
・ら
れ
な

い
と
き
の
い
ン
レ
シ
マ
、
引
宏
、
と
労
力
の
狭

間
て
の
力
不
足
合
つ
く
イ
〈
感
じ
ま
寸
。

こ
の
仕
山p
b
-
し
て
い
て
思
う
の
は
、
火

作
て
よ
か
(
た
と
い
う
こ
と

火
性
が
作

ウ
独
特
の
「
や
わ
-h
か
さ
」
が
引
か
さ
れ

る
よ
う
に
思
う
の
で
す
わ
た
し
ら
、
い

勺
か
は
「
宅
釘
の
介
護
支
偲
セ
ン
タ
ー
の、

あ
乃
人
に
削
決
し
て
よ
か
っ
た
」
と
一
ぺ
わ

れ
る
よ
う
な
相
談
孔
に
な
れ
る
よ
う
、
前

進
し
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

7 2. 広報うえだ7.(9 ] 
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市役飾所岱伺@4幻仰1旧O叩.il情報「第二次女性行動計画J策定のため

広聴会にご参加を/
日 程 場 所

ε 月22日。~
泡自公民館

午後1時30分-3鰐30分
2月27日開

西部公民館
午後E跨-3隠30分
2月四日開 上野が丘
午後7時30分-9時 公民館

お
出
か
け
く
だ
さ
い

創
造
館

2
月
の
催
し

••• 
・
第

E
土
曜
日
学
習
施
設
活
用
の
催

し
「
水
の
中
の
生
き
物
た
ち
i
力
ワ

ゲ
ラ
の
仲
間
た
ち
②
」
(
観
察
・
実
験
)

マ
と
き

2
n
H
H
ω
午
前
川
時

l
約
l
時
間
(
時
川
ま
で
に
米
均
し

て
く
だ
さ
い
)

マ
対
象

小
学
l

年
午
以
上

マ
参
加
費

無
料

-
第

g
回
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

2
川
口
口

ω午
前

9
時

1
午
後
l
時

初

分

マ

対

象

上

小

地
山
崎
の
小
や
!
年
中
.
1小川，
ha3
年中い

ま
で
の
初
心
お
親
子
初
名
(
先
者
順
)

マ
参
加
費

無

料

マ

持
ち
物

筆
記
用
具

・
昼
食
マ
申
し
込
み

2
凡
5
H
m
午
前
9
時
よ
り
・
屯
河
川
で

創
造
船
へ

(宮
@
1
1
1
1
}

-
第

9
回
一
般
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

2
月
初
日

ω・
初
日
制

午
前
9
時
1
午
後
4
時

初

分

マ

対

象

上
小
地
域
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
時
歳
以
上
の
人
初
名
(
先
行
順
)

マ
受
講
料

5
0
0
川

マ
申
し

込
み

2
川
刊
日
川
午
山
9
時
よ
り

屯
話
で
創
造
船
へ
(
宮
@
1
1
1
1
)

・
わ
ら
細
工

i
わ
ら
ぞ
う
り
作
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

マ
と
き

2
川
初
日
川
午
前
9
時

制
分
1
・
午
後
l
昨
日
初
分
l

マ
持

ち
物

・ω諸
に
す
る
釘
(
一
附
5
1
6

m
、
長
さ

ω
仰
の
布
2
本
)

-
写
友
ま
ゆ
年
度
賞
コ
ン
テ
ス
ト
写

真
展

(
市
内
の
公
民
町

・
出
齢
行
制

批
セ

ン
タ
ー
で

vr九
を
小
川
中
山
中
H

と

し
て
い
る
か
た
の
び

μ
凶
)

マ
と
き

2
川
は

N
川

i
n
H
附

午
前
9
時
1
午
後
」
時
初
分

(n一取終

日
l
時
ま
で
)

-
幼
稚
園
児
絵
画
作
品
展

マ
と
き

2
日

m
H伽
i
初
日
仰

午
前
9
時

i
午
後
」
時

(-m附
日
は

休
館
日
で
す
)
マ
と
こ
ろ

旧
中
司

教
師
館

(リ
サ
ー
チ
パ

1
ク
内
)

マ
入
場
料

無
料

マ
展
示
内
容

mh
マ
リ
ア
幼
株
凶
川
附
児
に
よ
る
絵
同

f計ールイベント案内 E 

-二の丸1-2・fi@0762
時間|入場方法|問い合わせ

3竺一1 1上回
dZ柑|会員券|市民劇湯
13 3日1 1⑫ 9697 

1 I¥IAOC 
0262 
雪印刷

市民会館
月日|催 し

21市民劇場E月例会
/1音楽座公演
3・41rアイ・ラブ坊っちゃんJ

建
設
工
事
♂
の
入
札

参
加
願
は
管
理
課
ヘ

---
V
成
7
・
8
年
度
に
市
の
処
設
仁

明
お
よ
び
他
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
の
入
札
仁
参
加
そ
希
盟
さ
れ
る
か

た
は
、
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

予
成
7
年

3
月
l

n附
か
ら
間
引
日
制
ま
で

マ
提
出

13 :30 I関係者
191喪野オリンピック
但 1ボランティア研修会

-材木町ト2-3.ft@07印

0/ 2 8 X 
第42回高会学年例会 上回
港鰭脇 18:30 会員券 子ども劇渇

『子ども寄席』 if1 4756 
18 文化創造祭

無料
文化会館

19 {利用者努台発表) ~ 0760 

2水2 
第8回

13:30 無料
商工会議所

共済加入者大会 .!g 4500 

文化会館

-上田原1640・ft@1111

1
9 :市

[10) 7 2. 

創造館

広報うえだ7.

-
問
い
合
わ
せ

管
理
諜
(
市
役
所

本
庁
合
2
附
・
内
線
1
5
0
3
}

マ
そ
の
他

今
川
の
交
け
付
け
分
か

ら
、
川
紙
の
サ
イ
ズ
は
「
A
4
判」

で
お
願
い
し
ま
す
。

収
納
代
理
金
融
機
関

事
務
取
扱
庖
が
追
加

••• 
2
月
6
日
開
か
ら
、
上
回
信
用
金

庫
川
西
支
底
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
作
い
、

市
の
収
納
代
型
金

融
機
附
の
が
務
取
扱
府
と
し
て
公
金

の
収
納
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
住
所

上
田
市
大
字
小
泉
7

1

6
帯
地
5

マ
電
話
番
号

@
7
7

p

、uv
F
「
リ



場
所①

市
役
所
市
庁
合
人
日
②

各

公

民

館
③
川
西
支
所
@
盟
殿
支
所

-
次
の
場
所
で
は
引
き
続
き
回
収
し

て
い
ま
す

①
均
行
自
治
会
の
資
源
凶
収
場
所
②

別
在
、

M
収
を
実
施
し
て
い
る
各
商

マ
問
い
合
わ
せ

線

1
3
9
0
)

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
箱

一
部
取
り
外
し
ま
す

次
の
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
牛

礼
パ
ッ
ク
回
収
箱
」
(
資
源
刷
収
用
)

は
、
こ
の

4
円
か
ら
取
り
外
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
了
水
く
だ

さ
い
。

-
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
箱
を
取
り
外
す

• 

w
mま
な

刊
訂
林
し
ず
い

』

J
J
U

ヘr
E
Bじ

d
d
E内

h
M
U

t
J
O
定
中

{
月
下
つ
る
よ

問
中
光
疋

長
作

一
成

γzl
'd
」ードぃ
L

・・ml
・，・ιn
l

，‘.，
a''

H
H
木
欣

F

L
し
ん
セ
ロ

η
…
州
山
き
さ
を

半

凶

ょ

う

新

川

目

…

紛

似

し

う

前

川

亀

治

馬

場

町

η
…
小
前
川
仰
向

久

保

川

芳

宏

川

辺

町

訂

…

原

み

よ

屯
尺
片
日

d

r

J

6

・
t
，山也従・
i

-《・

1

l

h

y

「

m
H
O
d
-
-
E
f
t
-
q
f

必

・

木

正

治

八

舞

前

一

馬

場

氏

次

郎

伝

川

と

し

作

山

人

河

口

小

h

川
正
-
-

公
ね
ノ
ブ

ιJ

怖
が
託
行
…
神
林
み
つ
じ

後

藤

災

犬

鍛

冶

町

打

…

片

耐

と

み

石

m茂
益

秋

和

η
…
帯
林
也
子

小
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組
合
に
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入
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た
り
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円
陀

振日開
げ
に
切
り
換
え
る
な
ど
で
組
合
ぞ

脱
会
す
る
場
合
は
、

市
役
川
で
は
な

く
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組
合
長
さ
ん
に
申
し
出

て
く
だ

さ

い
。

組
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員
に
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収
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。
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「
児
童
扶
養
手
当
」
は
請

求
手
続
き
が
必
要
で
す

••• 
父
親
が
い
な
い
児
章
を
養
育
し
て

い
る
吋
親
や
、
母
親
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
育
て
て
い
る
人
、
児
竜
の

¥
ノ

・
今
ま
で
紡
災
訓
練
や
遜
雛
訓
練
を

然

記
J

し
て
い
て
も
、
内
心
は
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地
震
な
ん

副

後

」
て
ど
こ
か
遠
い
所
で
起
き
る
も
の
だ

/
l
¥

ろ
う
:
』
と
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
と
こ
ろ
が
兵
庫
県
南
部

地
震
の
被
害
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
地
震
の
本
当

の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
一
瞬
の
で

き
ご
と
で
、
家
族
を
失
い
、
住
む
家
も
な
く
な

り
、
水
道
や
ガ
ス
な
ど
は
止
ま
っ
た
ま
ま
:
・
。

あ
ま
り
に
も
悲
し
い
状
況
だ
が
、
決
し
て
人
ご

と
で
は
な
い
。
長
野
県
内
は
活
断
層
も
多
く
、

長
野
県
西
部
地
震
も
記
憶
に
新
し
い
。
今
ま
で

地
震
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は
で
き

な
い
。
我
が
家
で
も
防
災
用
口問を
再
点
検
し
、

家
族
で
溢
舵
渇
所
の
確
認
を
し
た
。
(
た
な
か
)

父
親
が
京
皮
の
向
台
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
場
介
の
母
親
に
は
、

見
出
収
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
対
象
・
と
な
る
児
童
は
、
四

歳
未
満
(
た
だ
し
、
心

身

に
基
準
以

上
の
附
在
が
あ
る
場
合
は
初
蔵
未
満
)

で
す
。

手
当
ぞ
受
け
る
た
め
に
は
、
前
求

者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本
な
ど
の

書
類
を
児
・童
保
育
課
に
提
出
し
、

請

求
手
続
き
守
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
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地
震
、
宮
、
火
事
、
親
父
・
:
』
と
普
か
ら

い
わ
れ
る
。
確
か
に
池
袋
が
怖
い
も
の
の
ト
ッ

プ
だ
と
い
う
こ
と
が
、
兵
庫
県
南
町
即
地
震
の
映

像
で
、

い
や
と
い
う
ほ
ど
認
議
さ
せ
ら
れ
た
。

も
し
、
あ
の
大
惨
事
の
現
場
が
上
回
で
あ
っ

た
ら

1
1。
頭
に
浮
か
ぶ
だ
け
で
も
道
路
や
建

物
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通
機
関
な
ど
の
揖
阻
害
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馴
染
み
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周

囲
の
山
々
に
起
こ
る
山
崩
れ
、
文
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財
の
倒
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な
ど
な
ど
。
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え
て
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凍
て
つ
く
よ
う
な
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な
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る
雪
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§
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と
き
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と
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。
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・佐藤寿紀くん
(u荒8か月 ・学海北)

r我が家でいちばんの人 l

気物。バナナとパンが大好

きで、シャベルカーを乗り
回すわんぱくな子です』 と
母のかよ子さん。

保健惨[i>砂
保健予防課(内線 1374)

百日せき・ジフテリア・破傷風

・三種混合予防接種

~ 1111 U以降を別表のとおり行います。 1月に接種で

3なか勺た 子どもさんも、 Zf日lと3月の 2閏5をナ受lけ1れ
lばJ ~凡入 lり)の l 同は 8 月カか'9 r月jに，叉支.けるこ tで、 じゆう

.ぷ;ぷ;ん企幼)J刈1以とカがfあり ますのてで、お，交受支支.け <1.だご1さ予 L、、。 詳~ < Iはま、
i けJl川111 r卜、
1>受付時間 午f後去 111時l砕寺拘3叩0分-211時寺2初0分 1>持ち物

目 Jr辿LJ~ 下 l帳、問診票(~かちゃん手帳の中にあります。

会場にも用意) 1>注意事項 子防接種j去の改正によ

り、治療中の病気や経過をみていることがある場合に

は、主治医に前 もって相，淡しておくことが必要じなり

ます。 また 「体温は会場でillll定する」 ことになります

ので、時間に余裕を もっておn'，かけくださ い。

必でき るだけ対象地区の会場でお受けください。変更

するときは、保健予防諜 (内線1374) までご連絡くだ

さい。

-三種混合予防接種目程表

実施 日
対象地区会 場 名

E回目 3回目

保健センター
市首5 ・ .1ヒ;'t~

(市役所衛庁舎2階) 2月15日t水j 3月15BI>j(J

上野が丘公民館 神科.l"l民主

保健センター
泊.音tl. ~包}札

(市役所南斤舎 2f答} 2月17日喰 3 s 17日会

=好町会館 島長'ド

祖国自母子健康センター 以lil
2月21日!大13 s22自体

神川地区公民館 神11(

文化センタ ー
l}.!;~~ .中央

( 3階大会機室) 2月22目蜘 3月23自体1

川辺町会館 川辺・ 1込111

川西社会福祉センター 2月24日h金 3月24日必 Jll i!!i 

-成人病模診の申し込み

'[-<，& 7 年度の成人病検" ~ ('1'1がん ・I1市がん ・大)J誌が

ん ・礼がん ・基本雌lllt，:会内)の111込 ，ll:を1月にうそIi配

イliしましたが、 [1:1し込みはおら守みて.しょうか。

まだl十1し込まれていない人は、 保健子防課 -f守立がi}r

(41殿 ・福岡 ・111同) へは，'1'，してくたさい。 申込1i'に

は後n、受診円 ・会場などをプお知らせします{大腸検

みは、保健補導員が等協会内じります)。

一ーがん予防行こう検診守ろう健康 一一

初日
酬

刊日
明

捌目
附

制回
開ラ年も市泉民税 ・所得税確定の申告を

してい疋だく跨期になりまし定。期間は、

2月16日休)から 3月15日附までです。

百年、 期限間近になりますと、混雑し

てお待ちいだだく時間ガ畏くなり、落ち

邑いて相談できないこともありますので、

早めに申告をしてくださし1。

正しく，お早めに Y
なあ、申告の鮮細については、 自治会

を通じてお配りし芝「市県民税申告の手

引き」をご覧ください。

※お願い

保育園へ提出する証明を希望する人Ia:、

必ず申告相談時lこ担当者ヘ申し出てくだ

さい。

t>問い合わせ ①2月15日附ぎでは市民

税課(内線1281~1284 ・膏緩②

061 1 ) ②2月16日開~3月15日附

までは市民会館@告会湯(n@4100) 

広都ラ}f，1d7.2. 1 [12J 
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